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１．野球をデータで見るとは？

昨今のプロ野球では選手のデータを細かく解析し、戦術や選手の評価に活かして
いる

（統計学的見地から野球のデータを分析する手法をセイバーメトリクスと呼ぶ。そ
の中にはビッグデータ分析も）

プロ野球のデータをマイニングすると見えてくることもあるのでは？



２．今年の日本一は・・・

チーム打率、チーム防御率、１試合平均得点、１試合平均盗塁数、１試合平均犠打数、チーム出塁率から
今年の１２球団と２０１１～２０１５の日本一のチームの自己組織化マップを作成



左下は防御率の低さが特徴のチーム、上には得点力の高いチームが集まっている
２０１４、２０１１ホークスと似ているファイターズが順当か。もしかしたらライオンズにも可能性が？



３．年俸と成績の関係（打者編）

今年の年俸を基準変数としてポジション、安打数、ホームラン数、打点、盗塁数、打率、出塁率
との関係を回帰木で分析



主にホームラン数、安打数、盗塁数が評価の対象？



４．年俸と成績の関係（投手編）

今年の基準変数として登板数、勝数、負数、セーブ数、完投試合数、完封試合数、奪三振数、
防御率との関係を回帰木で分析



防御率と奪三振数が主な評価基準？



５．まとめ

•複数年契約などの複雑な事例を取り除く、解析対象を細
分化し条件を揃えるなどの必要がある

•野球にデータマイニングを取り入れるのは有用そうだ

• セイバーメトリクスの有用性を示すのにも使えそうである
と感じた


